
 

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
で
は
、
浦

添
と
ゆ
か
り
の
あ
る
伊
波
普
猷
の
生
誕
１
４
０

年
に
あ
た
り
伊
波
普
猷
の
功
績
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
学
び
、
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

次
の
予
定
で
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多

数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

記 

○
演
題 

:

「
伊
波
普
猷
の
沖
縄
研
究
と
浦
添
」 

○
講
師 : 

粟
国 

恭
子
氏
（
沖
縄
国
際
大
学
・ 

 
 
 
 

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
非
常
勤
師
） 

○
会
場 :  

浦
添
市
立
中
央
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル   

○
日
時 :  

平
成
２
９
年
１
月
１
４
日
（
土
） 

○
時
間 :  

受
付 

午
後
５
時 

 
 
 
 
 

開
場 

午
後
５
時
３
０
分 

 
 
 
 
 

講
演 

午
後
６
時
～
８
時 

○
定
員 :  

１
０
０
名 

○
受
講
料 :  

無
料 

○
申
込
み :  

必
要
（
資
料
準
備
の
た
め
）  

○
申
込
み
期
間 

: 
 
 

平
成
２
８
年
１
２
月
１
４
日
（
水
）
～ 

 
 

平
成
２
９
年
１
月
１
０
日
（
火
） 

○
申
込
先 :  

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

・
電
話 
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

 

・
９
時
～
１
７
時
（
月
曜
・
年
末
年
始
は
休
館
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
親
富
祖
） 

 

一
般
に
名
護
市
の
ヒ
ン
プ
ン
ガ
ジ
ュ
マ
ル
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
浦
添
に
は
「
屋
冨
祖
の

御
願
所
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
樹
高

十
三
メ
ー
ト
ル
、
幹
の
直
径
一
・
三
メ
ー
ト

ル
、
樹
冠
の
広
が
り
は
直
径
二
十
一
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
堂
々
た
る
樹
姿
を
誇
り
、
樹
齢
は
百
年

を
超
え
る
老
木
で
、
浦
添
市
指
定
文
化
財
（
天

然
記
念
物
）
で
す
。 

屋
富
祖
の
殿
（
ト
ゥ
ン
）
の
庭
に
生
え
て
い

る
の
で
「
御
願
所
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」
と
呼
ば
れ
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う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
も
沖
縄
戦
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
戦

禍
に
も
耐
え
て
生
き
抜
き
、
今
な
お
元
気
で
屋

冨
祖
ム
ラ
一
帯
か
ら
西
海
岸
辺
り
ま
で
を
望
ん

で
、
こ
の
地
の
安
寧
と
発
展
を
祈
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

今
日
も
濃
緑
の
葉
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
た

樹
冠
で
、
慰
霊
碑
（
芳
魂
之
碑
）
と
殿
の
広
場

に
、
既
に
晩
秋
に
至
っ
て
も
照
り
つ
け
る
強
烈

な
陽
光
を
抑
え
て
木
陰
を
広
げ
て
い
ま
す
。
訪

れ
る
、
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 

（
山
田
） 

 

安
波
茶
交
差
点
近
く
の
仲
間
交
番
の
近
く
に

お
も
ろ
の
碑
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

 

お
も
ろ
と
は
、
古
い
時
代
に
う
た
わ
れ
た
神

に
さ
さ
げ
る
歌
で
す
。
今
回
は
少
し
そ
の
内
容

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【伊波普猷の墓】 

伊波普猷（1876～1947）は沖縄の言語、民俗、宗教な

どを総合的に研究する｢沖縄学｣の父と呼ばれていま

す。伊波普猷の墓は、浦添グスク・ようどれ館からも

近いので、ぜひお立ち寄り下さい。 

 
仲
間
交
番
前
の
お
も
ろ
の
碑 

市
民
歴
史
講
演
会
「
伊
波
普
猷
の
沖
縄
研

究
と
浦
添
」
を
開
催
し
ま
す
！ 

【屋富祖の御願所のガジュマル】 

ガジュマルは琉球列島から南に分布するクワ科の

常緑高木です。このガジュマルは、少なくとも樹

齢１００年を超えると言われています。 

 

一 

う
ら
お
そ
い
の 

ね
国 

 
 

も
も
と 

つ
も 

こ
が
ね 

 
 

う
ら
お
そ
い
ど 

あ
り
よ
る 

又 

と
か
し
き
の 

ま
く
に 

 
 
 
 
 
 
 

【
意
味
】 

 

国
の
中
心
で
あ
る
浦
添
は
、 

 

黄
金
が
永
遠
に
積
も
る
ほ
ど
繁
栄
し
て
い 

る
。 

 

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
土
地
は
ほ
か
に
な
く 

 

浦
添
だ
け
で
あ
る
。 

 

【
解
説
】 

「
う
ら
お
そ
い
」
は
浦
添
の
こ
と 

「
ね
く
に
」
と
「
ま
く
に
」
は
国
の
中
心 

「
も
も
と
」
は
永
遠 

「
こ
が
ね
」
は
黄
金
（
あ
ら
ゆ
る
宝
物
） 

「
と
か
し
き
」
は
浦
添
の
古
い
地
名 

  

こ
の
お
も
ろ
は
、
記
号
「
一
」
の
は
じ
ま

り
の
歌
詞
と
記
号
「
又
」
の
繰
り
返
し
の
歌

詞
で
謡
わ
れ
て
お
り
、
琉
歌
よ
り
文
字
数
が

少
な
い
で
す
。 

 

こ
れ
だ
け
、
短
い
歌
詞
で
浦
添
を
ほ
め
た

た
え
る
お
も
ろ
が
、
他
に
あ
る
で
し
ょ
う

か
。
実
に
み
ご
と
な
お
も
ろ
で
す
。 

 

６
０
０
年
前
の
浦
添
の
繁
栄
し
た
風
景
を

想
像
し
な
が
ら
、
こ
の
仲
間
の
お
も
ろ
を
堪

能
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
玉
代
勢
） 

 

浦
添
市
指
定
文
化
財
（
天
然
記
念
物
） 

「
屋
富
祖
の
御
願
所
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」 

 



 

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の

発
掘
調
査
で
の
出
土
品
や
戦
前
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 
 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 
 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 
 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 
 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
の
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公
園

の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
の
模
型
の
ほ
か
、

グ
ス
ク
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
出
土
品
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
３
５
５
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 
５
６
系
統 

 
 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 

 

浦
添
の
遺
跡
の
出
土
品
や
民
具
を
収
蔵
・
展

示
し
て
い
る
施
設
で
す
。
展
示
室
で
は
、
縄
文

時
代
の
土
器
か
ら
、
戦
前
ま
で
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
道
具
な
ど
を
展
示
し
て
お
り
、
浦
添
の

歴
史
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

 

 
 

 
 

 

（
入
館
は
１
６
時
３
０
分
ま
で
） 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
）
・ 

 

 
 

年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
３
４ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
港
川
５
１
２
‐
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
３
４ 

 
 

 
 

内
線
（
６
２
１
６
・
６
２
１
７
） 

 
 

 

 
 

 
 

文
化
課
文
化
財
係
ま
で 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
系
統
他 

 
 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

○
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応
可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
５
０
０
円 

 

※
県
外
の
方
は
半
額
の
助
成
が
あ
り
ま
す 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

電 

話 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【浦添グスク・ようどれ館】 

浦添ようどれ墓室（西室）の原寸大の模型がみどころ。館内

は、ＮＰＯ法人うらおそい歴史ガイドが展示の解説も担当し

ます。駐車場も完備しています（大型バスも対応可）。 

○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

○
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館 

【浦添大公園南エントランス展示コーナー】 

施設の中には「うらおそい歴史ガイド」が解説員としていま

すので、解説をご希望の方は気軽に声をかけてください。駐

車場も完備しています（バス対応可）。 

【浦添市歴史にふれる館（やかた）】 

平成28年2月にオープンした文化財の収蔵展示施

設。収蔵室の一部も公開しています。駐車場も完備

しています。 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 浦添市歴史にふれる館の地図 浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントラ

ンス展示コーナーの地図 

ご 利 用 案 内 


